東日本大震災義援金の拠出について
日本医薬品原薬工業会
専務理事　松本　直樹
２０１１年３月１１日午後、東日本大震災発生後、その惨状を鑑み総務経済委員会において被災地に日本医薬品原薬工業会として義援金を拠出してはどうかとの提案が出され、理事会開催を検討したが、震災直後で理事会社各社も対応に追われて各理事の出席も危ぶまれること、迅速な対応が必要との意見もあったため、義援金拠出及び金額については、会長、総務経済委員会委員長、専務理事の三者にて案をまとめ、決定は理事会理事各位に諮ることとした。
義援金の金額については、阪神淡路大震災、新潟県中越地震、中国四川省中部地震、インドネシアスマトラ沖サイクロン等において過去に拠出した金額を参考にした結果、金１００万円を拠出することとして、日本赤十字を通して被災地に送る件に付き、各理事にメールにてご意見を伺ったところ、早速、各理事より義援金拠出の件及び金額について、同意する旨のご返事を戴きました。

理事会の同意を得たため、３月２２日、日本赤十字を通して金１００万円を
被災地に送金致しました。
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